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理

京
都
市
北
区
雲
ケ
畑
。
地

下
鉄
北
大
路
駅
か
ら
バ
ス
で

4
0
分
ほ
ど
揺
ら
れ
、
鴨
川
沿

い
を
北
上
す
る
と
、
間
伐
材

、
で
作
っ
た
丸
太
小
屋
が
、
出

迎
え
て
く
れ
る
。

地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
久

保
常
次
さ
ん
（
㍗
）
が
自
宅

近
く
の
山
林
⊥
算
を
借
り
、

ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
広

英
樹
を
毎
年
⊥
0
0
本
ほ

ど
植
林
す
る
。
目
標
は
、
薪

や
炭
の
生
産
だ
。
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
の
人
工
林
の
間
伐
や
枝

打
ち
、
天
然
林
の
整
備
も
行

う。
最
初
の
植
林
か
ら
1
0
年
以

上
が
過
ぎ
、
昨
秋
、
直
径
1
5

～
2
0
巧
に
成
長
し
た
広
葉
樹

の
伐
採
収
穫
に
こ
ぎ
着
け

た
。
渕
上
佑
樹
代
表
（
3
3
）

は
「
感
慨
深
か
っ
た
で
す
よ
」

と
書
ぶ
。「『
山
が
変
わ
る
』
効
果

ま
で
は
期
待
し
な
い
。
森
づ

く
り
を
通
じ
て
、
雲
ケ
畑
の

林
業
と
ま
ち
の
人
た
ち
の
接

点
に
な
れ
ば
」
と
、
参
加
者

の
意
識
の
変
化
を
期
待
す

る
。
京
都
で
薪
作
り
を
行
う

グ
ル
ー
プ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
地

産
地
鞘
に
向
け
た
活
動
も
見

据
え
る
。
活
動
は
月
2
回
ほ
ど
。
参

加
者
は
学
生
か
ら
リ
タ
イ
ア

組
ま
で
多
彩
だ
。
関
西
を
中

心
に
約
⊥
0
0
人
が
登
録
す
、

る
。
4
日
に
は
約
1
5
人
が
参

加
し
、
山
頂
付
近
に
あ
る
ア

・
カ
マ
ツ
の
天
然
林
を
整
備
し

た。
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
で
初
参

加
し
た
和
太
鼓
奏
者
の
富
松

慎
吾
さ
ん
（
4
5
）
＝
北
区
＝

は
「
都
会
で
は
人
間
の
都
合

で
何
で
も
で
き
る
が
、
自
然

に
合
わ
せ
た
生
活
を
実
感
で

き
る
。
何
よ
り
空
気
が
違
い

ま
す
ね
」
と
笑
顔
。
作
業
後
、

参
加
者
は
持
ち
寄
っ
た
弁
当

を
笑
顔
で
食
べ
た
。

植
林
や
間
伐
だ
け
で
な

く
、
餅
つ
き
大
会
や
、
伐

林
業
と
ま
ち
の
人
を
つ
な
ぐ

探
し
た
竹
を
使
っ
た
流
し

そ
う
め
ん
な
ど
の
企
画
も
あ

り
、
親
子
連
れ
で
の
参
加

も
目
立
つ
。
久
傑
さ
ん
は

言
う
。
「
山
は
大
き
く
手

に
負
え
な
い
が
、
若
い
人
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
、
馬
力
を

も
ら
っ
て
い
る
。
子
ど
も
も

来
て
く
れ
て
楽
し
い
。
憩
い

の
場
に
な
れ
ば
、
う
れ
し
い

ね」、

（
大
竹
逸
野

理
想
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

国
産
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
団
体
「
薪
（
し
ん
）
く

炭
（
た
ん
）
く
E
Y
O
T
O
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ

と
し
て
2
0
0
3
年
ご
ろ
始

ま
り
、
1
2
年
に
独
立
。
ス
タ

ッ
フ
は
8
人
。
阻
い
合
わ
せ

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
r
i
s
O

h
■
f
O
r
e
S
t
㊥
y
a
h
0
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